
ハイビスカス
アオイ科フヨウ属

〈主な記事〉

マンション関連の動き／９月

　
マ
ン
シ

ン
の
居
住
価
値


あ
な
た
が
つ
く
る

第

回
マ
ン
シ

ン
管
理
フ

ア
開
催


管
理
問
題
の
答
え
を
見
つ
け
る
４
日
間


昨年のフェアの講演会

９
月

日︵
水
・
祝
︶

日︵
土
︶　

時


時

東
京
ビ

グ
サ
イ
ト
　
東
ホ

ル
　
※
入
場
無
料

主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
・
日
本
経
済
新
聞
社

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
　
　

設
立

周
年
の
節
目
　

日
経
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
が

今
年
も
協
力
タ

グ
　

マ
ン
シ

ン
修
繕
・
改
善

の
最
前
線
情
報
が
一
堂
に

マ
ン
シ

ン
管
理
の
　

知
恵
を
あ
な
た
に
伝
授

多
様
化
す
る
管
理
問
題
の

ヒ
ン
ト
が
見
え
る
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２００９年（平成２１年）

　９　月　５　日（土）

　アオイ科のフヨ
ウ属には、フヨウ、
ムクゲ等とこのハ
イビスカスがあ
り、どれも花の形
が似ている。江戸
時代に南方より渡
来。樹高は３メー
トル近くまでにな
る。花の色は赤の
ほかに黄、桃、白
などがある。

◇
新
・
マ
ン
シ

ン
事
情
　
　
　
２
面

◇
大
規
模
修
工
事
事
例
　
　
　
　
２
面

◇
マ
ル
ラ
イ
ナ

工
法
研
修
会
　
３
面

◇
管
理
組
合
お
役
立
ち
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
企
業
ガ
イ
ド
　
　
　
　
　
　
　
４
面

◇
日
住
協
催
し
案
内
　
　
　
　
　
５
面

◇
論
談
・
長
期
優
良
住
宅
　
　
　
５
面

◇
マ
ン
シ

ン
法
律
Ｑ
＆
Ａ
　
　
５
面

◇
タ
エ
コ
さ
ん
の
生
活
エ

セ
イ
６
面

◇
公
団
公
社
中
古
住
宅
相
場
価
格
７
面

◇
読
者
投
稿
欄
　
　
　
　
　
　
　
７
面

◇
専
有
部
分
リ
フ


ム
　
　
　
８
面

・集合住宅等の地上デジタル放
　送受信環境整備の助成金申請
　受付開始／総務省
・マンション等安心居住推進事
　業の採択事業を決定／国交省
・マンションすまい・る債募集
　概要発表／住宅金融支援機構

　
マ
ン
シ

ン
管
理
組
合
団

体
の
先
駆
け
と
し
て

多
様

化
す
る
管
理
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協

は

こ
の
秋

設
立

周
年

︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
取
得
し
て

か
ら
は
７
年
︶を
迎
え
ま
す


　
こ
の
間

マ
ン
シ

ン
自

体
の
高
経
年
化
や
居
住
者
の

高
齢
化
に
伴
う
課
題
を
は
じ

め
と
し
て

マ
ン
シ

ン
居

住
に
伴
う
管
理
課
題
は

ま

す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
い

ま
す

し
か
し

こ
う
し
た

難
し
い
社
会
環
境
だ
か
ら
こ

そ

わ
た
し
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日

住
協
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す

マ
ン
シ

ン
管
理
フ


ア

マ
ン
シ

ン
快
適
ラ
イ

フ
２
０
０
９

わ
た
し
た
ち

は
そ
う
い
う
気
持
ち
で
ご
来

場
の
皆
様
を
お
迎
え
し
た
い

と
思

て
い
ま
す


　
昨
年
か
ら
始
ま

た
﹁
日

経
住
ま
い
の
リ
フ


ム

博
﹂
に
お
け
る
﹁
マ
ン
シ


ン
管
理
フ

ア
﹂
の
コ
ラ
ボ

レ

シ

ン
開
催

昨
年
は

全
体
で
５
万
７
０
０
０
人
を

超
え
る
方
々
が
来
場
さ
れ
ま

し
た

こ
の
う
ち
の
じ
つ
に

１
千
人
を
超
え
る
来
場
者

が

現
在

実
際
に
マ
ン
シ


ン
管
理
組
合
の
役
員
を
さ

れ
て
い
る
方
々
で
し
た

こ

う
し
た
デ

タ
か
ら
も
マ
ン

シ

ン
居
住
者
の

管
理
組

合
の
運
営
や
建
物
の
維
持
管

理

そ
し
て
リ
フ


ム
な

ど
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

窺
え
ま
し
た

﹁
日
経
﹂
と

﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
﹂
の
コ
ラ

ボ
で

今
年
は
さ
ら
に
価
値

あ
る
情
報
を
ご
来
場
者
の
皆

様
に
提
供
す
る
予
定
で
す


　
今
回
の
出
展
内
容
を
一
望

す
る
と

マ
ン
シ

ン
の
維

持
管
理
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
す
る
回
答
が
見
え

て
き
ま
す

建
物
維
持
の
命

脈
と
も
言
え
る
大
規
模
修
繕

工
事

不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
し
て
の
給
排
水
管
や

給
排
水
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・

更
新

時
代
の
要
請
で
も
あ

る
建
物
の
省
エ
ネ
改
修

そ

し
て

エ
レ
ベ

タ

の
保

守
管
理
な
ど

修
繕
・
改
善

の
全
般
に
わ
た
る
ハ

ド
面

の
提
案
が
あ
り
ま
す


　
一
方
で

セ
キ

リ
テ


や
電
気
使
用
コ
ス
ト
の
削

減

そ
し
て

イ
ン
タ

ネ


ト
上
で
の
改
修
業
者
選
定

支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど

ソ
フ

ト
な
分
野
の
情
報
ま
で

幅

広
い
展
示
を
実
現
し
て
い
ま

す


　
マ
ン
シ

ン
に
お
住
ま
い

の
方
々
が

日
頃
か
ら
感
じ

て
い
る
管
理
に
つ
い
て
の
疑

問

マ
ン
シ

ン
管
理
組
合

の
役
割
や
運
営
に
つ
い
て
の

実
際

管
理
組
合
と
委
託
管

理
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル

大

規
模
修
繕
工
事
計
画
の
進
め

方

果
て
は
良
好
な
コ
ミ


ニ
テ

の
形
成
な
ど
ま
で


マ
ン
シ

ン
管
理
を
巡
る
課

題
は
尽
き
ま
せ
ん


　
で
も
お
任
せ
く
だ
さ
い


そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方

は


マ
ン
シ

ン
快
適
ラ

イ
フ
２
０
０
９

会
場
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
ブ

ス
の
相

談
コ

ナ

に
お
越
し
く
だ

さ
い

経
験
豊
か
な
相
談
員

が
親
身
に
相
談
に
の
り
ま

す


　
こ
こ
で
の
相
談
は
勿
論


無
料


　
会
場
内
ス
テ

ジ
で
は


連
日
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
が
行

わ
れ
ま
す


　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
が
講
演
す

る
テ

マ
は

マ
ン
シ

ン

の
管
理
組
合
運
営
や
建
物
管

理
な
ど
日
頃
か
ら
避
け
て
は

通
れ
な
い
身
近
な
内
容
で
す

︵
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
別
記

参
照
︶


　
相
談
コ

ナ

と
と
も

に

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い


　
秋
の
一
日
を

海
風
に
あ

た
り
な
が
ら
の
散
歩
も
か
ね

て

ぜ
ひ
会
場
に
お
で
か
け

く
だ
さ
い

関
係
者
一
同


心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す




　
新
　
マ
ン
シ

ン
事
情

〈〉

分譲マンションの新たな課題―
単身化の波に管理組合はどの様に付き合うべきか

高崎健康福祉大学教授　松本　恭治

工事事例

第２回目の外壁等大規模修繕工事
埼玉・元加治住宅管理組合　小林　栄次郎
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少
子
高
齢
化
が
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
影
響
を
持
ち
始
め
て

か
ら
久
し
い
人
口
が
減
少

し
て
も
し
ば
ら
く
は
世
帯
数

が
増
加
す
る
が
理
由
は
家

族
規
模
の
縮
小
に
よ
る
当

然
分
譲
マ
ン
シ

ン
の
家
族

規
模
も
縮
小
し
て
い
る
が


立
地
で
規
模
格
差
が
大
き

い
図
は
都
道
府
県
別
の
持

ち
家
共
同
住
宅
比
率︵
対
全

住
宅
数
︶別
に
持
ち
家
共
同

住
宅
世
帯
の
単
身
率
を
示
し

た
も
の

東
京
都
を
除
く
大

都
市
圏
で
単
身
率
が
低
く


一
方
マ
ン
シ

ン
後
発
県
の

東
北
北
陸
及
び
北
関
東
の

一
部
で
単
身
世
帯
率
が
高

い

最
も
高
い
値
は
秋
田
県

の

％
次
い
で
青
森

群

馬

・
８
岩
手

・
４
栃
木


・
２
新
潟

・
３
福
島


・
３
山
梨

・
３
福
井

・

７
富
山

・
５
山
形

・

６
石
川

・
１
こ
れ
ら
の

県
の
内
秋
田
青
森
岩
手


新
潟
福
島
山
形
富
山
石

川
は
県
内
の
全
住
宅
の
平
均

床
面
積
が
大
き
く

持
ち
家

共
同
住
宅
の
平
均
床
面
積
を

大
幅
に
上
回
る
群
馬
栃

木
山
梨
富
山

石
川
県
は

自
動
車
保
有
率
が
高
く
非

木
造
共
同
住
宅
の
空
き
家
率

が
高
い

何
れ
の
県
で
も
戸

建
て
住
宅
取
得
が
容
易
だ
か

ら
マ
ン
シ

ン
需
要
者
は

単
身
者
か
夫
婦
の
み
世
帯
に

限
ら
れ
る
よ
う
だ


　
謎
は
東
京
都
の
単
身
率
の

高
さ
で
あ
る

政
令
指
定
都

市
の
市
区
の
家
族
人
数
を
調

べ
る
と
そ
の
謎
が
解
け
る


東
京
都
を
除
く
政
令
指
定
都

市
の
区
の
中
で
家
族
人
数
２

・
２
未
満
の
区
は
札
幌
市
の

中
央
区
２
・

人
愛
知
県
の

中
区
２
・

人
大
阪
府
の
中

央
区
２
・

人
と
浪
速
区
２
・


人
で
他
の
政
令
指
定
都

市
の
中
心
区
は
全
て
２
・


人
以
上
で
あ
る

何
れ
も
帰

属
す
る
政
令
指
定
都
市
の
平

均
家
族
人
数
を
大
き
く
下
回

る

中
心
区
の
家
族
人
数
が

小
さ
い
理
由
は

地
価
が
高

い
に
も
関
わ
ら
ず

業
務
地

区
と
混
在
す
る
こ
と
で

必

ず
し
も
良
好
な
子
育
て
の
環

境
が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る

但

し
中
心
市
全
体
で
見
れ
ば


域
内
に
も
郊
外
住
宅
地
を
含

む
か
ら

中
心
区
の
影
響
は

小
さ
い

一
方
東
京
都
の
場

合
は
２
・
２
人
未
満
の
区
の

多
数
出
現
し

東
京
都
全
体

の
家
族
人
数
を
下
げ
る
因

み
に
２
・
２
人
未
満
の
区
は


区
あ

た

具
体
的
に
は

港
区
１
・

人
中
央
区
１
・


人
渋
谷
区
１
・

人

世

田
谷
区
１
・

人
目
黒
区
１

・

人
新
宿
区
２
・

人


豊
島
区
２
・

人

千
代
田

区
２
・

人

杉
並
区
２
・


人
台
東
区
２
・

人


品
川
区
２
・

人
文
京
区
２

・

人
国
勢
調
査
で
は

万

人
以
上
市
区
に
つ
い
て
単
身

率
が
集
計
可
能
で
あ
り
世

田
谷
で

％
杉
並
で

・
５

％
と
判
明
従

て
港
区
中

央
区
の
単
身
率
は

％
以
上

と
推
測
可
能
だ

な
お
京
都

府
内
の
５
区
が
２
・
２
人
未

満
だ
こ
れ
ら
の
地
域
に
は

所
得
の
高
い
専
門
職
の
晩
婚

・
未
婚
者
が
多
数
集
積
す
る

こ
と
土
地
柄
防
犯
性
能
が

強
く
要
求
さ
れ
る
こ
と
等
が

持
ち
家
共
同
住
宅
世
帯
の
単

身
化
に
繋
が

た
よ
う
だ


　
と
こ
ろ
で
東
京
多
摩
地

区
神
奈
川
千
葉
埼
玉
県

の
場
合
は
東
京
区
部
か
ら
押

し
出
さ
れ
た
か
東
京
区
部
に

入
れ
な
い
多
数
の
フ

ミ
リ


世
帯
が
マ
ン
シ

ン
を
購

入
す
る

都
心
か
ら




㎞
帯
ま
で
は
持
ち
家
共
同
住

宅
世
帯
の
世
帯
当
り
家
族
人

数
は
増
加
す
る
が


㎞
以

遠
で
減
少
に
転
じ
る

東
京

か
ら
押
し
出
さ
れ
る
フ

ミ

リ

世
帯
も
遠
隔
地
で
は
少

数
派
と
な
る

戸
建
て
住
宅

の
取
得
が
容
易
に
な
る
か
ら

マ
ン
シ

ン
の
相
対
的
魅
力

は
低
下
す
る

今
後
大
都
市

圏
に
於
け
る
世
帯
数
の
減
少

が
本
格
化
す
れ
ば
フ

ミ
リ


世
帯
に
よ
る
購
入
限
界
地

が
都
心
に
近
づ
く
の
は
十
分

予
想
で
き
る
　︵
つ
づ
く
︶

　
◆
建
物
概
要

　﹁
元
加
治
住
宅
﹂は
西
武

池
袋
駅
か
ら
急
行
で
約


分
徒
歩
数
分
南
側
に
入
間

川
が
流
れ
る
場
所
に
立
地
し

た

旧
・
住
都
公
団
が
分
譲

し
た
住
宅
で
す
経
年

年


５
階
建
・
階
段
室
型
・
Ｐ
Ｃ
造

・
７
棟
・
１
５
０
戸
で
南
面

に
配
置
さ
れ

太
陽
の
光
と

緑
あ
ふ
れ
る
住
宅
で
す


　　
◆
管
理
組
合
の
取
り
組
み

　
臨
時
総
会
で
﹁
外
壁
等
大

規
模
修
繕
工
事
実
行
委
員
会

の
設
置
と
委
員
会
業
務
﹂
の

承
認
を
受
け
委
員
長
・
副
委

員
長
２
名
・
各
棟
か
ら
の
委

員

名
で
発
足
し
ま
し
た


　
実
行
委
員
会
の
位
置
づ
け

は

①
外
壁
等
大
規
模
修
繕

工
事
に
お
け
る
全
て
を
対
象

②
任
期
は
発
注
承
認
総
会
か

ら
工
事
竣
工
完
了
迄
③
工
事

期
間
は
工
事
に
関
わ
る
事
務

処
理
及
び
竣
工
式
迄
の
全
て

を
完
了
し
た
時
点
と
す
る


　
実
行
委
員
会
の
運
営
方
法

は

①
委
員
長
を
総
合
窓
口

と
す
る
②
実
行
委
員
会
で
の

決
定
権
限
は
発
注
承
認
総
会

に
て
了
承
さ
れ
た
項
目
と
す

る
③
即
断
を
要
す
る
場
合

は

委
員
長
権
限
で
行
い
各

委
員
に
は
事
後
報
告
と
す
る

④
即
断
を
要
し
な
い
場
合

は

委
員
会
に
は
か
り
決
定

す
る

委
員
会
は
必
要
に
応

じ
て
開
催
す
る
⑤
委
員
会
で

の
決
定
事
項
は

管
理
組
合

理
事
会
に
お
い
て
事
後
承
認

を
も
ら
う
⑥
総
会
に
て
了
承

さ
れ
た
も
の
以
外
は

管
理

組
合
理
事
会
で
検
討
し
承
認

す
る


　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定

は

日
住
協
や
日
本
建
築
家

協
会

マ
ン
シ

ン
リ
フ



ム
技
術
協
会
等
か
ら
の
紹

介
等
に
よ
り
実
績
修
繕
工

事
の
取
り
組
み

担
当
者
の

評
価
・
評
判
費
用
を
検
討

し

近
隣
団
地
で
の
実
績
や

評
価
を
加
味
し
て

㈲
八
生

設
計
事
務
所
に
依
頼
し
ま
し

た


　
◆
業
者
選
定
と
工
事
経
過

　
平
成

年
度
通
常
総
会
で

承
認
さ
れ
た
八
生
設
計
事
務

所
に
工
事
仕
様
書
作
成
を
依

頼
し

工
事
参
加
業
者
へ
見

積
依
頼
を
行
い
ま
し
た


　
第
１
次
見
積
と
し
て

平

成

年

月

日
ま
で
に
応

募
の
あ

た
参
加
６
社
の
見

積
案
を

八
生
設
計
事
務
所

の
見
積︵
案
︶と
比
較
し
て
高

額
な
２
社
を
除
外

第
２
次

見
積
と
し
て
４
社
と
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を

月
８
日
に
実
施

し
各
社
の
紹
介
・
工
事
計
画

・
安
全
・
品
質
・
工
程
・
居
住

者
対
応
・
最
終
見
積
金
額
の

提
示
を
受
け

設
計
仕
様
書

の
内
容
に
合
致
し
な
か

た

１
社
を
除
外
し
た
３
社
か

ら

設
計
事
務
所
の
意
見
と

参
加
理
事
・
委
員
の
賛
成
多

数
で﹁
三
和
建
装
㈱
﹂を
選
定

し

平
成

年
１
月

日
の

臨
時
総
会
で

承
認
さ
れ
発

注
し
ま
し
た

三
和
建
装
に

よ
る
居
住
者
へ
の
外
壁
等
大

規
模
修
繕
工
事
説
明
会
を
実

施
し

平
成

年
１
月

日

よ
り
工
事
着
手


　
工
事
着
手
後
は

総
合
定

例
打
合
せ
会
議
を

回
︵
三

和
建
装
と
八
生
設
計
事
務
所

と
修
繕
実
行
委
員
会
と
の
定

例
会
︶

工
事
連
絡
会
議
を


回
︵
三
和
建
装
と
修
繕
実

行
委
員
会
で
毎
週
工
事
で
の

経
過
・
問
題
な
ど
を
確
認
︶

竣
工
検
査
︵
完
成
検
査
︶
及

び
会
議
を
１
回︵
６
月

日
︶

を
行
い

工
事
の
完
了
確
認

を
実
施
し
ま
し
た


　　
◆
工
事
の
特
長
等

　
外
壁
塗
装
は

旧
塗
膜
が

高
弾
性
塗
材
で
塗
ら
れ
て
い

る
見
付
部
等
は
同
材
で
再
塗

装

塗
膜
付
着
力
強
度
試
験

で
付
着
力
が
不
足
し
て
い
る

階
段
室
天
井
等
は

超
音
波

振
動
塗
膜
剥
離
装
置
で
旧
塗

膜
を
全
面
除
去
し

複
層
塗

材
塗
を
行
い
ま
し
た

色
彩

計
画
は

八
生
設
計
事
務
所

が
３
案
を
提
示
し

居
住
者

の
ア
ン
ケ

ト
結
果
に
よ

り

建
物
周
囲
の
緑
の
多
い

環
境
と
調
和
す
る
茶
系
を
外

壁
に
採
用
し

ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
バ
ル
コ
ニ

ス
チ


ル
手
摺
を
白
系
と
し
ま
し

た

鉄
部
塗
装
は

バ
ル
コ

ニ

ス
チ

ル
手
摺
・
玄
関

扉
・
メ

タ

ボ

ク
ス
扉

の
旧
塗
膜
の
剥
離
が
多
い
箇

所
は

塗
膜
を
剥
離
し
再
塗

装
し
ま
し
た


　
外
壁
等
既
存
目
地
シ

リ

ン
グ
材
は

階
段
室
内
の
一

部
を
除
き

新
規
の
シ

リ

ン
グ
材
に
取
り
替
え
ま
し

た

南
側
バ
ル
コ
ニ

床
面

は

当
初
排
水
溝
及
び
床
面

の
プ
レ
キ

ス
ト
版
ジ

イ

ン
ト
部
の
み
ウ
レ
タ
ン
塗
膜

防
水
の
計
画
で
し
た
が

工

事
中
再
検
討
を
行
い

防
滑

性
塩
ビ
シ

ト
貼
り
に
変
更

し
ま
し
た
階
段
室
・
床
面
は

防
滑
性
塩
ビ
シ

ト
貼
り


階
段
部
は
既
設
ノ
ン
ス
リ


プ
金
物
を
撤
去
し

階
段
用

防
滑
性
塩
ビ
シ

ト
貼
り
を

行
い
ま
し
た


　　
◆
今
後
の
課
題

　
住
み
よ
い
環
境
作
り
を
進

め
快
適
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は

修
繕
は
大
事
な
も

の
で
す
ま
た
外
壁
等
大
規

模
修
繕
工
事
は
建
物
の
長
期

保
存
の
為
に
も
重
要
で
す


設
計
監
理
を
お
願
い
し
た
八

生
設
計
事
務
所

修
繕
計
画

小
委
員
会

管
理
組
合
で
何

年
も
継
続
し
て
検
討
し
た
必

要
改
修
箇
所
と
建
物
の
外
壁

を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
追

加
工
事
部
分
を
工
事
対
象
と

し
て
実
施
し
ま
し
た


　
次
回
に
向
け

第
３
回
の

外
壁
等
大
規
模
修
繕
工
事
を

見
据
え
た
修
繕
計
画
を
修
正

・
作
成
し

建
物
を
適
切
に

管
理
し

快
適
な
住
環
境
を

維
持
し
て
い
き
た
い
と
思


て
い
ま
す




管 理 の 技 術 者 対 象 に
独 自 工 法 の 研 修 会

マルライナー工法／株式会社マルナカ

当
日
の
研
修
会
の
様
子

芯材と樹脂で均一の厚さに施工

排
水
ト
ラ

プ
へ
も

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
適
合
に

処
理
後

年
経

た
排
水
管
内

情報ＩＮＤＥＸ

「再生建築―リファインで蘇る建築の生命」
青木　茂／著

ユーディ・シー／発行　総合資格／発売

マ
ン
シ

ン
管
理
の

技
術
者
が
多
数
参
加

排
水
ト
ラ

プ
処
理
で

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
適
合

処
理
後

年
の

状
況
を
追
跡
調
査

工
事
見
学
会
を
実
施

リ
フ


ム
博
に
出
展

福
岡
県
の
暴
力
団
排
除
条
例

に
同
会
が
追
加
を
要
望

団
地
交
番
の
移
設
跡
を
防
犯

ス
テ

シ

ン
と
し
て
活
用

ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞）（３） （第号）第三種郵便物認可・・

　
古
く
な

た
排
水
管
を
取
り
替
え
ず

よ
り
更
新
に

近
い
更
生
工
法
と
し
て
既
設
配
管
の
中
に
新
た
な
配
管

を
形
成
す
る
﹁
マ
ル
ラ
イ
ナ

工
法
﹂
を
手
が
け
る
㈱

マ
ル
ナ
カ︵
中
尾
朝
夫
社
長
・
本
社
・
茅

崎
市
︶は


７
月
に

日
本
総
合
住
生
活
㈱
︵
Ｊ
Ｓ
︶
の
技
術
開
発

研
究
所
に
て

同
工
法
の
研
修
会
を
行

た


★トイレ開発、節水・清潔　各メーカ
　ーは１回の洗浄に使う水の量をいか
　に減らすか、しのぎを削る。
　　　　　　　　　　（７／読売）
★高層階狙い空き巣、猿も木から…　
　「くも男」２階の屋根から転落し骨
　折。退院後に窃盗事件で逮捕。
　　　　　　　　　　（７／東京）
★６月の分譲マンション着工戸数、過
　去最低に　国交省が発表した６月の
　建築着工統計で、分譲マンションの
　着工戸数は前年の同月比.2％減の
　戸だった。（７／日本経済）
★汚水垂れ流し杉並の団地も　杉並区
　の賃貸住宅でトイレの排水が近くの
　神田川へ２年間も直接流れ込んでい
　た。下水道工事で汚水を流す管を誤
　って雨水管に接続していたことが原
　因。　　　　　　　（８／４東京）
★国基準と異なる防火サッシ製造　国
　が認めた耐火性能の仕様と異なるア
　ルミサッシを使った７種類の防火窓
　や防火戸が全国の住宅やマンション
　ビルの計１万棟以上で使用させてい
　ることが国交省の調べでわかった。
　業界団体が製造と販売を容認してい
　た。　　　　　　　（８／５朝日）
★高齢者賃貸住宅が倍増　公的施設不
　足で人気。食事や介護など受けられ
　るケースが多いが、有料老人ホーム
　などと違い明確な運営基準がないう
　え、行政によるチェック体制も不十
　分。苦情も増加、政府は規制強化に
　乗り出す。　　　　（８／東京）
★石綿無害化技術で初申請　環境省は
　アスベストの高度な無害化技術があ
　れば、自治体の許可なくてもアスベ
　ストの処理業務を認める国の制度　
　に、三重県「三重中央開発」が初申
　請したと発表。早ければ月にも認
　定される見通し。（８／日本経済）
★高齢化進む戸山団地　新宿区・都営
　戸山団地の夏祭りで歓声をあげる人
　はお年寄りばかり。孫世代の子供は
　いても～代の姿はほとんど見え
　ない。　　　　　　（８／東京）
★カーシェアリングあえて参入　大手
　自動車メーカーが相次ぎ参入。自社
　の車の良さを知ってもらい、低迷す
　る新車販売をテコ入れしたい意味合
　いもあるようだ。　（８／読売）

　
今
回
の
研
修
会
は
当
初


同
社
の
事
業
所
で
一
部
の
関

係
者
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

た
同
工
法
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ


シ

ン
を

今
回
広
く
知


て
も
ら
う
た
め

開
催
さ

れ
た
も
の
で

管
理
の
技
術

者
や
業
界
関
係
者
な
ど

お

よ
そ

名
が
参
加
し
た


　
同
工
法
は
劣
化
し
た
既
設

配
管
内
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を

含
浸
さ
せ
た
芯
材
︵
ク
ロ
ス

チ


ブ
︶
を
空
気
圧
で
挿

入
し
管
内
で
反
転
さ
せ

管

の
中
に
均
質
で
厚
い
継
ぎ
目

の
無
い
パ
イ
プ
が
形
成
さ
れ

る
と
い
う
も
の

新
開
発
さ

れ
た
芯
材
は

そ
の
柔
軟
性

に
よ
り
異
な
る
径
の
管
が
接

続
さ
れ
た
配
管
曲
が
り
管


孔
の
あ
い
た
管
な
ど
に
も
適

用
で
き
る

　
ま
た
管
体
に

柔
軟
性
が
あ
る
た
め
建
物
の

変
動
に
追
従
し
高
い
耐
久
性

を
持
つ


　
一
般
に
更
新
ま
で
の
延
命

措
置
的
な
ラ
イ
ニ
ン
グ
更
生

が
こ
の
工
法
に
よ
り
更
新
工

事
で
想
定
さ
れ
た
長
い
工

期

騒
音

費
用
等
の
負
担

を
低
減
し

更
に
パ
イ
プ
の

中
に
新
た
な
パ
イ
プ
を
形
成

す
る
こ
と
で
更
新
と
同
等
の


年
か
ら

年
と
い
う
耐
用

年
数
を
得
る
配
管
再

生
が
可
能
に
な


た


　
こ
れ
ま
で

Ｊ
Ｓ

が
管
理
す
る
集
合
住

宅
や
国
の
歴
史
的
建

造
物

文
化
施
設


商
業
施
設
等
に
施
工

実
績
が
あ
り

い
ず

れ
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
と
い
う


　
同
社
で
は
同
工
法
を
応
用

し

浴
室
の
排
水
ト
ラ

プ

を
一
体
化
し
て
更
生
す
る

﹁
シ


ト
マ
ル
ラ
イ
ナ


工
法
﹂も
開
発
し
て
い
る
が


こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た

性
能

試
験
に
よ
り

国
が
定
め
る

工
業
標
準
と
し
て
制
定
さ
れ

る

日
本
工
業
規
格
︵
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
︶
の
床
排
水
ト
ラ


プ︵
Ｊ
Ｉ
Ｓ
／
Ａ
４
０
０
２
︶

へ

同
工
法
に
よ

て
ラ
イ

ニ
ン
グ
処
理
さ
れ
た
後
も


Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
排
水
ト
ラ

プ

と
し
て
適
合
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た


　
現
在

同
社
で
は
同
工
法

で
更
生
処
理
さ
れ


年
が

経
過
し
た
排
水
管
に
管
内
検

査
カ
メ
ラ
を
使
い
配
管
内
部

の
状
況
を
検
査
す
る
追
跡
調

査
を
行

て
い
る


　
こ
れ
ま
で
調
査
を
行

た

配
管
で
は
管
内
洗
浄
後
の
カ

メ
ラ
検
査
で
ほ
と
ん
ど
劣
化

が
見
ら
れ
な
い
状
況
が
確
認

で
き
た
と
い
う


　
千
葉
県

稲
毛
区
の
コ


プ
園
生
︵
２
４
４
戸
︶
で
は

他
工
法
で
ほ
ぼ
決
ま

て
い

た

施
工
後
約

年
経
過
し

た
雑
配
水
管
の
更
生
工
事
を

急
遽﹁
マ
ル
ラ
イ
ナ

工
法
﹂

に
変
更


　
９
月
か
ら
本
工
事
に
入

り

希
望
者
に
は
工
事
見
学

会
も
実
施
さ
れ
る

問
合
せ

は
同
社
に
て
対
応
す
る


　
こ
れ
ら
の
﹁
マ
ル
ラ
イ
ナ


工
法
﹂
は
じ
め
同
社
で
開

発
さ
れ
た
独
自
の
配
管
更
生

工
法
が

９
月

日
か
ら
東

京
ビ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
る
﹁
日
経
住
ま
い
の
リ
フ



ム
博
２
０
０
９
﹂
特
別

企
画
展
﹁
マ
ン
シ

ン
快
適

ラ
イ
フ
２
０
０
９
﹂
の
出
展

ブ

ス
に
て
紹
介
さ
れ
る


　
出
展
ブ

ス
で
は
﹁
マ
ル

ラ
イ
ナ

工
法
﹂
﹁
シ



ト
マ
ル
ラ
イ
ナ

工
法
﹂
の

構
造
が
解
り
易
く
展
示
さ
れ

る
ほ
か

更
生
処
理
後

年

経

た
配
管
内
の
検
査
映
像

な
ど
も
公
開
さ
れ
る


　
問
合
せ
先
　
㈱
マ
ル
ナ
カ

︵
電
話
０
４
６
７
・
８
８
・

６
３
１
７
︶


福
管
連
だ
よ
り
・
１
６
７

号
よ
り


　
福
岡
県
警
が
﹁
福
岡
県
か

ら
の
暴
力
団
の
排
除
に
関
す

る
条
例
﹂
案
を
発
表

具
体

的
な
内
容
は
①
学
校
や
児
童

施
設
な
ど
が
あ
る
敷
地
の
周

囲
か
ら
一
定
の
区
域
の
暴
力

団
事
務
所
の
新
設
禁
止
②
事

業
者
が
暴
力
団
を
利
用
し
た

取
引
や
暴
力
団
へ
資
金
提
供

す
る
こ
と
の
禁
止
③
組
事
務

所
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
不
動
産
を
売
買
す

る
こ
と
の
禁
止
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る


　
同
条
例
案
に
対
し

福
管

連
と
し
て
①
暴
力
団
事
務
所

の
開
設
の
禁
止
の
範
囲
に
専

ら
住
宅
と
し
て
使
用
す
る
共

同
住
宅
を
追
加
す
る
こ
と
②

共
同
住
宅
を
暴
力
団
事
務

所

構
成
員
等
に
売
却

貸

付

使
用

居
住
す
る
こ
と

の
規
制
③
不
動
産
の
売
却
等

を
受
け
た
者
が
暴
力
団
等
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ら
催

告
を
要
せ
ず
契
約
解
除

な

ど
を
要
望
し
た
︵
福
岡
マ
ン

シ

ン
管
理
組
合
連
合
会
︶


八
街
区
の
ひ
ろ
ば
・

号

よ
り


　
み
さ
と
団
地
交
番
が
新
三

郷
駅
前
に
移
設
し
た
の
で


旧
交
番
を
﹁
み
さ
と
団
地
防

犯
ス
テ

シ

ン
﹂
と
し
て

再
活
用
す
る
こ
と
に
な


た

ス
テ

シ

ン
で
は


地
域
の
安
全
パ
ト
ロ

ル


道
案
内

青
少
年
非
行
防
止

活
動

防
犯
推
進
委
員
と
の

合
同
パ
ト
ロ

ル

自
主
防

犯
組
織
の
運
営
な
ど
を
行

う

警
察

市
役
所
の
Ｏ
Ｂ

達
や
住
民
が
協
力
し
て
活
動

す
る
　
　︵
み
さ
と
第
一
︶

　老朽化した建物の％を再利用し
ながら、建て替えの～％のコス
トで大胆な意匠の転換や用途変更、

耐震補強を可能にす
る建物の再生技術
「リファイン建築」
の実践者、青木茂の
作品集。庁舎、公民
館、住宅など物件
を掲載。
定価円（税込）
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長
期
優
良
住
宅
の
普
及
促
進
と
は

マンションの法律

Ｑ＆Ａ
「法律相談会」から

ＮＰＯ日住協の催し案内

ＮＰＯ日本住宅管理組合協議会
（略称／ＮＰＯ日住協）

︻
回
答
者
︼

法
律
相
談
会
専
門
相
談
員

弁
護
士
　
石
川
貴
康

Ａ

総会で可決した議案について
Ｙさんは招集通知に「議案の要領」が
記載されていないから無効だと

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
研
修
会
・
工
事
見
学
会
開
催
報
告

Ｑ

���������������������������������������������� �������������������������������������������������
��������������������������������������������� ������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞）（５） （第号）第三種郵便物認可・・

　
国
土
交
通
省
は

住
宅
を
長
期

に
わ
た
り
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り

国
民
の
住
宅
に
対
す
る
負
担

を
軽
減
し

よ
り
豊
か
で

よ
り

優
し
い
暮
ら
し
へ
の
転
換
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

平
成

年

６
月
に
﹁
長
期
優
良
住
宅
普
及
促

進
法
﹂
を
施
行
し
た


　
こ
れ
は

平
成

年
に
施
行
さ

れ
た
﹁
住
生
活
基
本
法
﹂
の
ス
ト


ク
重
視
の
住
宅
政
策
に
転
換
し

た
流
れ
に
続
く
も
の
で
あ
り

１

０
０
年
或
い
は
２
０
０
年
と
い
う

長
期
間
維
持
で
き
る
住
宅
を
普
及

・
促
進
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
る


　
法
律
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
３
カ

月
余
経
過
し
た
が
６

７
月
の
長

期
優
良
住
宅
の
認
定
の
状
況
は


全
国
で
戸
建
住
宅
が
６
８
１
０

戸

共
同
住
宅
が
１
９
９
戸
と
な


て
い
る
が

新
築
住
宅
全
体
か

ら
す
る
と
低
い
水
準
で
あ
る


　
と
こ
ろ
で
認
定
住
宅
︵
長
期
優

良
住
宅
︶
と
は

長
期
に
使
用
す

る
た
め
の
構
造
及
び
設
備
︵
劣
化

対
策
・
耐
震
性
・
省
エ
ネ
・
維
持

管
理
や
更
新
の
容
易
性
等
︶

居

住
環
境
等
へ
の
配
慮

住
戸
面
積

な
ど
一
定
の
基
準
を
達
成
し
て
い

る
も
の
を
言
い

価
格
も
２

３

割
以
上
は
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る


　
一
方

既
存
住
宅
に
つ
い
て
も

こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
す
も
の
は

認
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
が

現
実
に

は
無
理
で
あ
り

別
途
の
認
定
基

準
等
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い


　
ま
た

長
期
優
良
住
宅
に
は
長

持
ち
さ
せ
る
こ
と
や
市
場
流
通
性

を
持
た
せ
る
た
め

﹁
住
宅
履
歴

情
報
﹂と
い
う
記
録
を
作
成
・
保
存

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る


　
こ
の
住
宅
履
歴
情
報
と
は

同

法
第

条
で
﹁
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

認
定
長

期
優
良
住
宅
の
建
築
及
び
維
持
保

全
の
状
況
に
関
す
る
記
録
を
作
成

し

こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
定
め
て
い
る

基
本

的
に
は
認
定
住
宅
の
保
存
を
義
務

づ
け
る
べ
き
履
歴
情
報
と
し
て


①
法
律
上
の
規
定
に
よ
り
生
成
さ

れ
る
情
報
︵
認
定
申
請
等
︶

②

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
基

づ
い
て
生
成
さ
れ
る
情
報
︵
点
検

・
調
査
・
修
繕
等
︶
が
想
定
さ
れ

て
お
り

現
在

﹁
住
宅
履
歴
情

報
整
備
検
討
委
員
会
﹂
で
あ
る
べ

き
履
歴
情
報
及
び
住
宅
流
通
の
促

進

さ
ら
に
は
災
害
や
事
故
等
に

お
け
る
対
応
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る


　
い
ず
れ
に
し
ろ

新
規
に
建
築

さ
れ
る
も
の
は
認
定
基
準
に
合
う

も
の
が
普
及
す
る
で
あ
ろ
う
が


既
存
住
宅
で
相
当
の
築
年
を
経
て

い
る
も
の
は
認
定
基
準
が
ど
う
あ

れ
ハ

ド
ル
が
高
い
も
の
で
あ

り

こ
れ
ら
が
ク
リ
ア
で
き
な
い

も
の
は
建
替
え
と
い
う
短
絡
な
つ

な
が
り
に
は
な
ら
な
い
よ
う

十

分
な
施
策
な
い
し
は
支
援
策
を
講

じ
て
も
ら
い
た
い


　
　
　
　
　
　
︵
論
説
委
員
会
︶

管理組合（６万戸）等が加盟してい
る民間の管理組合団体で昭和年創立以来
年間、管理組合を支援している団体です。
住所　〒－
東京都千代田区神田須田町１－　製麺会館３階
電　話　－－
ＦＡＸ　－－
http://www.mansion-kanrikumiai.or.jp

　　　　「１泊研修会」
　　　じっくり情報交換、情報共有

　マンション管理組合を運営するには、
さまざまな課題が横たわっており、問題
の解決には、各々の知識を習得する必要
があります。しかし、その答えはマンシ
ョンの数だけあるといっても過言ではあ
りません。したがって、他管理組合の事
例を自己の管理組合にアレンジして応用
することも必要です。
　そこで交流を深め、管理組合運営の悩
みを解決する一歩になればと、一泊研修
会を企画しました。ＮＰＯ日住協のネッ
トワークを十分に活用した情報交換、情
報共有は課題解決の一つの方策です。

日　程　月日（土）～日（日）
集　合　月日（土）：
　　　　「智光山荘」（宿泊先）
交　通　電車の場合は、西武新宿線「狭
　　　　山市駅」西口３番乗り場西武バ
　　　　ス「智光山公園」行き「智光山
　　　　公園」下車
　　　　車の場合は、直接宿泊先へ
宿泊先　狭山市立「智光山荘」（ちこう
　　　　ざんそう）埼玉県狭山市大字下
　　　　広瀬-1（智光山公園内）
　　　　℡－－　
費　用　,000円（当日頂きます）日
　　　　の夕食、日の朝食、研修会参
　　　　加費、研修会場利用料が費用に
　　　　含まれます。
主　催　ＮＰＯ日住協埼玉県支部

　　　　「各種相談会」
 
   NPO日住協では管理組合のご相談に
一級建築士、弁護士等各専門家が応じる
各種相談会を定期的に開催しています。
場所は日住協事務所（神田）。
　　　　会員無料、一般５千円
相談される方は事前に予約が必要です。

●管理委託相談会
　９月９日（水）時～
　管理事務委託契約、管理会社とのトラ
　ブルについての相談
●建物相談会
　９月日（火）時～
　建物の修繕（維持・管理）、長期修繕
　計画、大規模修繕など
●法律相談会
　９月日（水）時～
　区分所有法・規約、管理上の法律相談
　など
●設備相談会
　月日（水）時～
　給排水設備・配管、電気・ガス設備等
　の維持管理、改修など

※催しの参加、相談申込は下記日住協へ

　
●
満
席
だ

た
﹁
新
任
役

員
研
修
会
﹂
　
　
　
本
部

　
８
月
１
日
︵
土
︶

Ｎ
Ｐ

Ｏ
日
住
協

会
議
室
に

於
い
て

﹁
新
任
役

員
研
修

会
﹂
を
開

催
し

定

員
に
達
し
た

名
︵
関
係
者

含
︶が
参
加
し
た
今
年
は


開
催
時
期
が
従
来
よ
り
約
２

カ
月
遅
れ
た
の
が
幸
い
し
た

の
か

そ
の
間

新
年
度
よ

り
活
動
を
始
め
た
新
任
役
員

た
ち
か
ら

質
問
や
意
見
が

続
出
し

約

分
の
時
間
延

長
と
な
り
充
実
し
た
研
修
会

で
あ

た


　
●
﹁
浴
室
防
水
＆
排
水
設

備
の
研
修
会
﹂
に
多
数
が
参

加
　
　
　
　
　
東
京
支
部

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
東
京
都
支

部
と
多
摩
市
共
催

多
摩
マ

ン
シ

ン

管
理
組
合

連
絡
会
協

賛
に
よ
る

﹁
浴
室
床

防
水
＆
浴

室
排
水
設

備
等
の
改
修
工
法
﹂
の
研
修

会
が
８
月
８
日
︵
土
︶

パ

ル
テ
ノ
ン
多
摩
︵
多
摩
市
︶

に
て
行
わ
れ
た


　
参
加
人
数
は

日
住
協
会

員
や
一
般
参
加
者
を
含
め


名
当
日
は
会
員
管
理
組
合

か
ら

浴
室
改
修
工
事
事
例

や
工
法
選
定
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り

施
工
業
者
よ
り
工

事
の
概
要
報
告
や
各
工
法
紹

介
な
ど
が
あ

た


　
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は

多
数
の
参
加
者
か
ら

個
々

の
マ
ン
シ

ン
で
抱
え
る
問

題
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が

あ

た


　
●
﹁
給
水
管
設
備
変
換
・

埋
設
管
更
新
工
事
見
学
会
﹂

　
　
　
　
神
奈
川
県
支
部

　
給
水
管
シ
ス
テ
ム
の
変
換

と
埋
設
給
水
管
更
新
工
事
中

の
サ
ニ

ヒ
ル
今
宿
住
宅
に

於
い
て
８
月
９
日︵
日
︶

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
神
奈
川
支
部

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
横
浜
マ
ン
シ

ン

管
理
組
合
ネ

ト
ワ

ク
共

催
の
工
事
見
学
会
が
あ
り



名
が
参

加
し
た


︵
工
事
の

内
容
は


月
号
に
掲

載
予
定
︶

区
分
所
有
法
は


条
１
項
で
﹁
集
会

の
招
集
の
通
知
は

会
議
の

目
的
た
る
事
項
を
示
し
て


各
区
分
所
有
者
に
発
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
規
定
し

て
い
ま
す

こ
の
﹁
会
議
の

目
的
た
る
事
項
﹂
が
一
般
に

﹁
議
題
﹂と
言
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す

例
え
ば

﹁
規
約

変
更
の
件
﹂
と
か
﹁
役
員
選

任
の
件
﹂
等
と
記
載
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す


更
に


条
５
項
で
は
会
議

の
目
的
事
項
が
一
定
の
重
要

な
事
項
に
あ
る
場
合
は

そ

の
議
案
の
要
領
を
も
通
知
す

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
ま

す

﹁
要
領
﹂
と
は
一
言
で

言
え
ば
議
案
の
要
約
で
す

︵
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
た

も
の
︶

こ
の
重
要
な
事
項

に
は
規
約
の
設
定
・
変
更
・

廃
止
が
含
ま
れ
て
い
ま
す


し
た
が

て

規
約
を
改
正

す
る
際
に
招
集
通
知
に
﹁
議

題
﹂
だ
け
を
記
載
し
て
﹁
要

領
﹂
を
記
載
し
て

い
な
い
の
で
す
か

ら

区
分
所
有
法


条
５
項
の
規
定

に
違
反
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま

す


　
で
は

総
会
の

招
集
手
続
き
に
法

律
違
反
が
あ

た

場
合
に
総
会
の
決

議
は
無
効
に
な
る

の
で
し

う
か
？

法
律
に
違
反
し
て

い
る
の
で
あ
る
か

ら

決
議
は
無
効

に
な
る
と
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

例

え
ば

軽
微
な
瑕
疵
︵
手
続

違
反
︶
が
あ

て
も
無
効
と

す
る
と
法
的
な
安
定
性
が
害

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で


一
般
的
に
は

重
大
な
瑕
疵

が
あ
る
場
合
は
決
議
は
無
効

で
あ
る
が

瑕
疵
が
軽
微
で

瑕
疵
が
あ

た
こ
と
が
決
議

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
決

議
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す

で
は

規
約
の
改

正
に
際
し
て
議
案
の﹁
要
領
﹂

を
記
載
し
な
か


た
こ
と
は
﹁
重
大

な
瑕
疵
﹂
で
し


う
か

そ
れ
と
も

﹁
軽
微
な
瑕
疵
﹂

に
な
る
の
で
し


う
か
？

　
こ
の
点
に
関
し

て
は
裁
判
所
で
争

わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す

第
１
審

の
東
京
地
方
裁
判

所
は
﹁
軽
微
な
瑕

疵
﹂
に
あ
た
る
の

で
無
効
と
は
な
ら

な
い
と
判
断
し
ま

し
た
が

控
訴
審

の
東
京
高
等
裁
判
所
は
第
１

審
判
決
を
取
り
消
し
て
﹁
重

大
な
瑕
疵
﹂
が
あ
る
の
で
無

効
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た

規
約
の
改
正
に
つ
い
て

単
な
る
﹁
議
案
﹂
だ
け
で
な

く
そ
の
要
領
を
も
記
載
す
る

こ
と
を
要
求
し
た
趣
旨
は


規
約
の
改
正
が
区
分
所
有
者

の
権
利
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら

区
分
所
有
者
が
予
め

十
分
な
検
討
を
し
た
上
で
総

会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
の
他
に

総

会
に
出
席
し
な
い
組
合
員
も

書
面
に
よ

て
議
決
権
を
行

使
で
き
る
よ
う
に
し
て

議

事
の
充
実
を
図
る
た
め
で

す


　
そ
う
す
る
と

議
案
の
要

領
の
通
知
が
欠
け
る
場
合
は

組
合
員
の
適
切
な
議
決
権
行

使
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ

り
﹁
軽
微
な
瑕
疵
﹂と
は
言

え
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す


し
た
が

て

本
件
で
は
Ｙ

さ
ん
の
言
い
分
は
正
し
い
こ

と
に
な
り
ま
す


　
総
会
決
議
が
無
効
と
な
れ

ば
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら

議
案
の
要
領
を
記
載

す
べ
き
場
合
︵
共
用
部
分
の

変
更
規
約
の
設
定
・
変
更
・

廃
止
建
物
の
大
規
模
滅
失

の
場
合
の
復
旧
建
替
え
団

地
規
約
の
設
定
の
特
例

団

地
内
建
物
の
建
替
え
承
認
決

議
等
︶は
必
ず
こ
れ
を
記
載

す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い


　
私
た
ち
の
マ
ン
シ

ン
で
は

今
回
の
総

会
で
規
約
を
一
部
改
正
す
る
決
議
を
委
任
状

も
含
め
る
と
３
０
０
名
の
区
分
所
有
者
の

％
賛
成
と

い
う
圧
倒
的
多
数
で
可
決

と
こ
ろ
が

総
会
に
も
出

席
せ
ず

委
任
状
も
提
出
し
な
い
Ｙ
さ
ん
が

招
集
通

知
に
規
約
改
正
に
関
す
る
議
案
の
要
領
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
か
ら

総
会
決
議
は
無
効
で
あ
る
と
言
い
だ
し

て
い
ま
す

確
か
に

議
案
に
は
規
約
を
改
正
す
る
件

と
し
か
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
が

Ｙ
さ
ん
も
規
約
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
は
知

て
い
た
は
ず
で
す
し

仮
に
Ｙ

さ
ん
が
反
対
し
て
も
４
分
の
３
以
上
の
賛
成
で
す

Ｙ

さ
ん
の
言
い
分
は
正
し
い
の
で
し

う
か




独自工法をリフォーム博に出展　Ｐ・Ｃ・Ｇテクニカ 高
強
度
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で
給
・
排
水
管
更
生

住
民
の
高
齢
化
に
対
処
し
て
管
理
組
合
が
立
ち
上
が
る

既存マンションでのエレベータ設置事例
５階建て外廊下タイプの２０戸棟に新設

ぐみさわ東ハイツ住宅（横浜市）
エ
レ
ベ

タ
塔
屋
の
搬
入

外廊下西端に設
置された塔屋　

３
名
様
に
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

　最近では同じマンション内でも　　
息子のママ友とも滅多に会えず
そんなとき仲間が一人旅立った

このマークなぁ～に？
既
存
住
宅
の
性
能
を
表
示

難
航
し
た
全
棟

の

合

意

形

成
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シーアイハイツ町田　第２次大規模修
繕工事に伴う「設計ブリーフの策定お
よび設計図書の作成と工事監理に関す
る業務委託」参加会社募集

所在地　町田市山崎町1223番地他
建物概要　RC造階～階建棟     
    992戸、集会棟、管理棟他、Ｓ～
　年竣工
委託内容　長期修繕計画書に基づく大
　規模修繕工事における①設計ブリー
　フの策定②設計ブリーフに基づく設
　計図書作成③発生する工事の監理業
　務
参加条件　階建以上または、総住戸 
     600戸以上の複数棟型分譲集合住宅
　に準する大規模修繕工事に伴う「設
　計ブリーフの策定および設計図書の
　作成とエ事監理に関する業務委託」
　の実務経験
提出書類　①委託参加願い②会社概要
　③業務実績　※２部提出
※質疑あれば文書にて提出のこと（電
　話での質疑は受付けない）
参加要領書配付　９月７日（月）９時
　より下記管理センターにて直接入手
応募受付開始　９月９日（水）９時～
提出期限　９月日（金）時厳守
提出先　〒195-0074　町田市山崎町1356
　シーアイハイツ町田管理センター内
　理事長　星野　仁　宛
受付時間　９時～時
　℡042-791-9444　横尾
詳細　http://www.mansion.co,jp/

　
給
・
排
水
管
の
更
生
︵
ラ
イ
ニ
ン

グ
︶
を
独
自
の
工
法
で
手
が
け
て
い

る
㈱
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｇ
テ
ク
ニ
カ
︵
藤
井

金
蔵
社
長
本
社
・
名
古
屋
市
︶は


９
月

日
か
ら
東
京
ビ

グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
る
﹁
日
経
住
ま
い
の
リ

フ


ム
博
２
０
０
９
﹂
の
特
別
企

画
展
﹁
マ
ン
シ

ン
快
適
ラ
イ
フ
２

０
０
９
﹂に
出
展
ブ

ス
を
設
け
る


　
今
回
は

同
社
が
開
発
し

特
許

を
取
得
し
た

審
査
証
明
技
術
で
も

あ
る

老
朽
化
し
た
排
水
管
の
更
生

に
行
う
﹁
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｇ
マ
ル
チ
ラ
イ

ナ

工
法
﹂
を
中
心
に
そ
の
他
自
社

で
開
発
し
た
独
自
の
配
管
更
生
工
法

の
紹
介
を
行
う


　
マ
ル
チ
ラ
イ
ナ

工
法
は

排
水

管
を
高
圧
洗
浄
し

研
磨
し
た
後


エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
浸
し
た
独
自
の
繊

維
ク
ロ
ス
を
本
管
に
挿
入

硬
化
さ

せ

既
設
排
水
管
の
中
に

高
強
度

の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
︵
プ
ラ
ス
チ

ク
を
特
殊

繊
維
で
強
化
し
た
物
︶
管
を
形
成
す

る
も
の

こ
れ
に
よ
り
ク
ラ

ク
や

穴
の
開
い
た
老
朽
管
も
再
生
す
る
こ

と
が
可
能
で

特
殊
繊
維
ク
ロ
ス
を

使

た
Ｆ
Ｒ
Ｐ
管
構
造
に
よ
り

高

い
耐
久
性
を
持
ち

耐
震
性
に
も
優

れ
て
い
る
と
の
こ
と


　
ま
た

枝
管
分
岐
部
は

ロ
ボ


ト
施
工
で
行
う
た
め

建
築
工
事
が

不
要
の
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｇ
独
自
の
技
術
だ


　
各
地
で
行
う
セ
ミ
ナ

や
展
示
会

に
お
い
て
も

訪
れ
る
マ
ン
シ

ン

管
理
組
合
の
関
心
は
高
い
そ
う
だ


　
昨
年
末
に
は
マ
ン
シ

ン
計
画
修

繕
施
工
協
会
へ
加
盟
し

工
事
に
関

す
る
保
証
制
度
も
設
け
ら
れ
た


　
ま
た

同
社
社
長

藤
井
金
蔵
氏

は

著
書
﹁
こ
れ
で
安
心
！
マ
ン
シ


ン
排
水
管
は
取
り
替
え
な
く
て
も

よ
み
が
え
る
！
﹂
で

排
水
管
更
生

に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
や
失
敗
し

な
い
排
水
管
更
生
工
法
と
ラ
イ
ニ
ン

グ
業
者
の
選
定
方
法
な
ど
を
解
説
し

て
お
り
管
理
組
合
な
ど
か
ら
好
評
を

得
て
い
る


　
尚

フ

ア
開
催
中

出
展
ブ


ス
に
て
来
場
者
に
同
社
の
キ

ラ
ク

タ

に
な

て
い
る

ク
マ
の
マ
ス

コ

ト
人
形
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

る


●
﹁
プ
ロ
が
教
え
る
ペ

ト

　
と
暮
ら
す
集
合
住
宅
﹂
　

　
・
野
中
　
英
樹
　
著

　
・
週
刊
住
宅
新
聞
社
発
行

　
・
定
価
１
６
８
０
円︵
税

　
　
込
︶

　
著
者
は
平
成
６
年
ア
ド
ホ


ク
設
立
後

現
在
ペ

ト

関
連
サ

ビ
ス
の
ペ
イ
ク
代

表
取
締
役

本
書
は

家
族

の
一
員
で
あ
る
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
ア
ニ
マ
ル
と
幸
せ
に
暮
ら

す
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る


ペ

ト
共
生
住
宅
の
施
工
か

ら
管
理
は
も
ち
ろ
ん

そ
の

後
の
ケ
ア
や
飼
い
主
同
士
の

コ
ミ

ニ
テ


ま
で
考
え

る
ノ
ウ
ハ
ウ
は

新
し
い
ペ


ト
ケ
ア
文
化
を
形
成
し
て

い
る

集
合
住
宅
だ
け
で
な

く

一
戸
建
て
に
住
む
人
に

も
役
に
立
つ
１
冊


︻
応
募
方
法
︼

　
ご
希
望
の
方
は

は
が
き

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

①
希
望
す

る
本
の
題
名
②
住
所

電
話

番
号

氏
名
③
年
齢
④
本
紙

で
興
味
を
持

た
記
事
⑤
今

後
希
望
す
る
記
事
・
ご
意
見

等
を
ご
記
入
の
上
左
記
へ


　
〒
１
０
３

０
０
２
５

中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
２


４


大
成
ビ
ル
５
Ｆ

㈱

東
京
プ
ラ
ニ
ン
グ
内
ア
メ
ニ

テ

編
集
室
﹁
本
プ
レ
ゼ
ン

ト
﹂
係

９
月

日
必
着


応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選


　
ぐ
み
さ
わ
東
ハ
イ
ツ
住
宅

︵
横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
町
・

小
林
　
浩
理
事
長
・
自
主
管

理
︶
は

昭
和

・

年
に

横
浜
市
住
宅
供
給
公
社
が
分

譲
し
た
５
棟
３
９
１
戸
の
団

地
で

５
棟
の
内
３
棟
が
７

階
建
て
１
棟
が
９
階
建
て


残
り
１
棟
が
５
階
建
て
︵


戸
︶
で
当
初
か
ら
エ
レ
ベ


タ
が
な
か

た


　
築
後

数
年
を
経
過
し


住
民
の
高
齢
化
と
と
も
に
当

該
棟
の
居
住
者
か
ら
エ
レ
ベ


タ
の
設
置
要
望
が
あ
り


こ
の
程

４
人
乗
り
エ
レ
ベ


タ
１
基
を
棟
北
側
の
外
廊

下
西
端
の
空
き
地
を
利
用
し

て
新
設
し
た


　
エ
レ
ベ

タ
の
設
置
に
あ

た

て
管
理
組
合
で
は

①

車
い
す
が
可
能
な
こ
と
②
各

階
に
停
止
す
る
こ
と
③
地
震

対
応
型
︵
地
震
時
最
寄
り
階

で
停
止

１
分
間
開
扉

そ

の
後
自
動
復
帰
等
︶
の
３
つ

の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
前

提
に

エ
レ
ベ

タ
会
社
３

社
の
中
か
ら
横
浜
エ
レ
ベ


タ
︵
株
︶
社
製
を
選
定

総

工
費
約
２
３
０
０
万
円
は
全

額
組
合
費
用
で
負
担
し
た


付
帯
工
事
と
し
て
防
犯
カ
メ

ラ
も
取
り
付
け
た


　
設
置
工
事
に
際
し
て
は


当
該
棟
北
側
の
進
入
路
は
階

段
が
あ
る
た
め
ト
レ

ラ


が
入
ら
な
い
の
で

エ
レ
ベ


タ
塔
屋
等
の
大
型
資
材
は

南
側
の
道
路
か
ら
当
該
棟
の

頭
上
を
越
え
て
︵
写
真
︶
運

び
込
ん
だ

資
材
は
総
重
量



も
あ
り

か
な
り
の
難

工
事
と
な

た

ま
た

エ

レ
ベ

タ
塔
屋
の
設
置
が
伴

う
た
め

市
の
条
例
や
消
防

法
な
ど
関
連
法
規
を
ク
リ
ア

す
る
の
も
難
題
だ

た


﹁
当
該
棟
は
当
初
か
ら
エ
レ

ベ

タ
が
な
い
の
を
承
知
で

入
居
し
た
の
で
は
な
い
か
﹂

﹁
今
更

組
合
の
費
用
で
設

置
す
る
の
は
反
対
﹂
﹁
当
該

棟
の
各
戸
が
少
し
は
費
用
を

出
す
べ
き
だ
﹂
な
ど

反
対

論
議
が
多
い
中
で

管
理
組

合
と
し
て
合
意
形
成
を
図
る

た
め
の
手
続
き
を
開
始
し

た


　
平
成

年
５
月
総
会
︵
第


回
通
常
総
会
︶
で

当
該

棟
に
エ
レ
ベ

タ
を
設
置
す

る
件
を
議
案
と
し
て
提
案
し

た
が
出
席
者︵
委
任
状
含
︶

２
９
７
人
の
う
ち
賛
成
が


人
で
否
決
と
な

た


そ
の
後

平
成

年
５
月
総

会
で
再
提
案
し
た
が

出
席

者
１
４
１
人
の
内
賛
成


人

条
件
付
賛
成

人
で
あ


た
が
可
決
に
至
ら
ず

継

続
審
議
と
す
る
こ
と
に
な


た


　
当
該
棟
か
ら
嘆
願
書
が
提

出
さ
れ
て
い
た
た
め

新
年

度
に
な
り

理
事
会
で
は

﹁
エ
レ
ベ

タ
設
置
委
員

会
﹂
を
理
事
会
内
に
設
立
し

て

前
２
回
の
総
会
経
緯
を

白
紙
に
し
て
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ


ト
す
る
こ
と
に
し
た

横

浜
市
マ
ン
シ

ン
ア
ド
バ
イ

ザ

か
ら
の
助
言
を
受
け

て

ま
ず

全
戸
の
入
居
以

来
の
エ
レ
ベ

タ
に
関
す
る

諸
経
費
を
算
出
・
比
較
し
て

み
る
こ
と
に
し
た


　
こ
れ
に
よ
る
と

入
居
以

来
現
在
ま
で
の
エ
レ
ベ

タ

補
修
費
用
が
総
額
５
２
０
０

万
円

戸
当
た
り
約

万
円

︵
修
繕
積
立
金
か
ら
支
出
︶

保
守
管
理
料
が
戸
当
た
り
約


万
円︵
管
理
費
か
ら
支
出
︶

で

各
戸
が
総
計
約

万
円

を
支
払

て
い
る
こ
と
が
分

か

た

同
団
地
の
管
理
費

︵
現
行
戸
当

た
り
月
額
７

５
０
０
円
︶

と
修
繕
積
立

金
︵
８
５
０

０
円
︶
は
全

戸
同
額
で
あ
る
か
ら

エ
レ

ベ

タ
の
な
い
当
該
棟
も
エ

レ
ベ

タ
の
あ
る
他
棟
の
た

め
に
同
額
を
支
出
し
て
い
た

こ
と
が
数
字
上
判
明
し
た


　
理
事
会
で
は

こ
の
デ


タ
な
ど
を
基
に
階
段
回
覧
等

広
報
活
動
も
活
発
に
行
い


平
成

年

月
に
臨
時
総
会

を
開
催
し
て
エ
レ
ベ

タ
設

置
を
再
提
案
し
た

そ
の
結

果

２
９
９
人
︵
総
戸
数
の


・
５
％
︶の
賛
成
を
得
て


今
回
工
事
と
な

た


　
﹁
発
議
か
ら
５
年

幸
い

に
も

住
民
全
体
の
高
齢
化

も
あ
り
他
人
の
大
変
さ
が
分

か
る
様
に
な
り

合
意
を
得

や
す
く
な

た
事
と
情
報
を

広
報
す
る
事
で
管
理
組
合
の

活
動
が
理
解
さ
れ
他
の
活
動

に
好
影
響
を
得
た
事
が
嬉
し

い
﹂
と
小
林
理
事
長
が
語


て
い
た


　
朝
晩
の
涼
し
い
風
が
気
持
ち
良

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
白
昼
は


ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
の
で
す

が

秋
で
す
ね

食
べ
物
の
美
味

し
い
季
節
で
す

子
供
達
は
夏
の

間

試
合
だ

合
宿
だ

宿
題
だ

と
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
の

で

新
学
期
が
始
ま

た
方
が
落

着
い
た
気
分
で
良
い
で
す


　
さ
て

先
日

久
し
振
り
に
長

男
が
チ

イ
ル
ド
教
室
へ
行

て

い
た
頃
の
マ
マ
友
達
と

会
う
機

会
が
あ
り
ま
し
た

幼
稚
園
へ
入

園
す
る
前
か
ら
で
す
か
ら


年

以
上
の
お
付
き
合
い
で
す

子
供

達
の
成
長
と
共
に
時
間
を
見
つ
け

て
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
へ
行


た
り

パ
ソ
コ
ン
を
習
い
に
行


た
り
し
た
仲
間
で
す

が

こ
こ

何
年
か
は

同
居
し
て
い
る
お
義

母
さ
ん
の
介
護
だ

た
り

仕
事

を
始
め
た
り
で

な
か
な
か
会
え

な
か

た
の
で
す


　
子
供
た
ち
が

小
学
校
へ
入
学

す
る
頃
ま
で
は

マ
ン
シ

ン
内

に
仲
間
が
居
た
の
で

そ
の
お
宅

と
我
が
家
に
交
替
で
集
ま

て

は
子
供
は
裏
の
公
園
で
遊
ば
せ


親
た
ち
は
お
し

べ
り
を
し
た
り

過
ご
し
た
も
の
で
す


　
そ
ん
な
頃
か
ら
歳
月
が
流
れ


子
供
た
ち
は
成
長
し
ま
し
た

そ

の
頃

一
番
年
長
だ

た
子
は


嫁
に
出
そ
う
か
と
い
う
年
齢
に
な

り
ま
し
た

我
が
家
も
長
男
が
大

学
受
験
で
す
し

お
金
が
か
か
る

ね
と

出
る
の
は
溜
息
ば
か
り
で

す


　
で
も
何
よ
り
私
た
ち
の
繋
が
り

を
強
く
し
た
の
は

仲
間
の
一
人

が

昨
年
末

急
逝
し
た
こ
と
で

す

本
当
に
急
で
し
た

大
切
な

一
人
娘
と
愛
す
る
だ
ん
な
様
を
残

し
て

私
た
ち
に
思
い
出
だ
け
を

残
し
て
逝

て
し
ま
い
ま
し
た


　
子
供
た
ち
が

親
を
必
要
と
し

な
く
な

た
ら

旅
行
へ
行

た

り
し
て
遊
ぼ
う
ね
と
約
束
し
て
い

た
の
に

お
互
い
に
忙
し
く
て


同
じ
マ
ン
シ

ン
に
住
ん
で
い
た

の
に
顔
を
合
わ
せ
る
事
も
な
く


た
ま
に
顔
を
合
わ
せ
る
と
走
り
な

が
ら
の
挨
拶
く
ら
い
で
し
た

こ

ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
で
す


　
だ
か
ら

会
え
る
時
に
無
理
し

て
で
も
会
お
う

て

気
持
ち
に

な
り
ま
し
た


　
私
た
ち
は
健
康
で
長
生
き
し

て

彼
女
の
分
も
思
い
切
り
老
後

を
楽
し
ん
で
か
ら

天
国
で
合
流

し
た
い
と
思
い
ま
す


　
国
交
省
が
平
成

年
に
ス
タ

ト
さ
せ
た
﹁
住
宅
性

能
表
示
制
度
﹂
は
新
築
住
宅
だ
け
が
対
象
だ

た
が


平
成

年
に
は
既
存
住
宅
も
対
象
と
な

た

第
三
者

機
関
に
よ
る
性
能
評
価
を
受
け

既
存
住
宅
性
能
評
価

書
に
表
示
さ
れ
る
の
が
こ
の
マ

ク

こ
の
制
度
は
義

務
で
は
な
い
が
国
交
省
の
発
表︵

年
６
月
末
時
点
︶

に
よ
る
と

既
存
住
宅
性
能
評
価
制
度
運
用
開
始
か
ら

の
累
計
は
受
付
２
１
１
０
戸

交
付
１
９
９
７
戸




上
手
な
買
換
え
の
た
め
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

百
年
住
む

マ
ン
シ

ン
に

マ
ン
シ

ン
は
隠
れ
た
格
差
社
会

▷５◁

高
専
賃
倍
増
で
政
府
が
規
制
強
化

子
供
叱
る
な
来
た
道
じ


ベ
ラ
ン
ダ
の
日
常


リ
フ


ム
家
族

総
会
の
巻
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エ
レ
ベ

タ

に
最
上
階
と
下
階
の
人
が
乗

り
合
わ
せ
た
と
す
る
下
階
の
人
は
﹁
ア



こ
ん
な
人
が
一
番
上
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
﹂
と

思
う
し

最
上
階
の
人
は
な
ん
と
な
く
余
裕
の

様
子

タ
ワ

マ
ン
シ

ン
な
ど
で
は

最
上

階
と
中
間
階
以
下
で
は
二
倍
以
上
の
価
格
差
が

あ
る
の
も
珍
し
く
な
い
か
ら

こ
れ
は
自
然
の

成
り
行
き
で
あ
る

他
に
も
マ
ン
シ

ン
に
は

様
々
な
格
差
が
潜
ん
で
い
る
こ
の
と
こ
ろ
は


新
築

年
余
り
で

当
初
の
半
値
で
中
古
売
買

さ
れ
る
例
も
あ
り

元
か
ら
住
ん
で
い
る
者
は

頭
に
き
て

﹁
俺
た
ち
は
倍
の
値
段
で
買

た

ん
だ

﹂
と
威
張
り
た
く
な
る

日
当
た
り
抜

群

冬
で
も
暖
房
い
ら
ず
の
住
戸
が
あ
れ
ば


西
日
が
わ
ず
か
し
か
差
さ
な
い
住
戸
も
あ
る


と
も
あ
れ

マ
ン
シ

ン
の
中
は
格
差
だ
ら
け

で
あ
る

か
よ
う
に
多
種
多
様
な
格
差
を
持
ち

な
が
ら

管
理
組
合
の
運
営
は
平
等
な
民
主
主

義
を
建
前
と
し
て
い
る

こ
ん
な
矛
盾
し
た
構

造
を
先
天
的
に
も

た
マ
ン
シ

ン
で

良
好

な
コ
ミ

ニ
テ

を
つ
く
る
の
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か


　
今
ど
き
の
マ
ン
シ

ン
は

か
つ
て
の
団
地

型
マ
ン
シ

ン
と
違

て

年
収
も
考
え
方
も

違
う
人
た
ち
が
混
住
し
て
い
る
の
だ
か
ら

継

続
し
た
親
睦
な
ど
期
待
す
る
の
は
難
し
い

と

す
る
な
ら

格
差
を
仮
想
と
し
て

挨
拶
で
か

わ
す
の
が
一
番
の
手
で
あ
る


　
ヨ

ロ

パ
の
ホ
テ
ル
で
見
知
ら
ぬ
人
と
エ

レ
ベ

タ

に
乗
合
わ
す
と

よ
く
笑
顔
で
会

釈
が
交
わ
さ
れ
る

あ
れ
は

他
民
族
で

得

体
の
知
れ
な
い
相
手
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
に

作
り
上
げ
た
習
慣
に
違
い
な
い

な
ら
ば

マ

ン
シ

ン
で
も

ま
ず

挨
拶
を
交
わ
す
習
慣

が
定
着
し
た
ら

お
互
い
住
み
心
地
が
良
く
な

る

防
犯
上
も

た
い
へ
ん
効
果
的
で
あ
る


も

と
も

大
方
の
オ
ジ
サ
ン
は

日
ご
ろ


仕
事
で
下
げ
た
く
も
な
い
頭
を
ペ
コ
ペ
コ
し
て

い
る
せ
い
か

日
常
の
挨
拶
が
苦
手
で
あ
る


し
か
し

ヘ

ド
ホ
ン
の
若
者
で
も

﹁
お
は

よ

﹂
と
声
を
掛
け
る
と

意
外
に
挨
拶
が
返


て
く
る
か
ら
試
し
て
み
る
と
良
い

だ
か
ら

と
い

て

若
い
女
性
か
ら
笑
顔
が
返

て
き

て
も

く
れ
ぐ
れ
も
誤
解
の
な
い
よ
う
に


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
満
田
　
翔
︶

さいたま市大宮東新井住宅管理組合　
プロジェクト26協力スタッフ募集

団地概要　敷地,639㎡、５階建ＲＣ
　棟700戸（１戸約㎡）の郊外型
　団地、埼玉県住宅供給公社分譲、Ｓ
　年８月入居。Ｈ年から外構・中
　央広場の更新工事、平成年度に第
　３回大規模修繕工事を予定。両工事
　を統一的に行うため外部協力スタッ
　フ募集
募集内容　緑道・歩道等外構全般の補
　修、緑化。危機管理室の新設を含む
　中央公園の設計・施工。屋上防水・
　外壁塗装・外断熱・屋上太陽光発電
　・電気容量アップ、簡易水道設備更
　新の総合的検討・設計・施工。団地
　防犯システムの設計。長期修繕計画
　の抜本的見直し。（年サイクル）
応募資格　上記募集内容の全体、ある
　いは部分についてアドバイス、受託
　のできる企業、NPO、研究機関、
　個人。（規模、形態を問わず）。JR
　大宮駅または浦和駅より分以内に
　活動拠点のあること
用意戴く資料　業務実績の分かる企画
　書、報告書、事例写真等。
選　考　当団地プロジェクトメンバー
　との話し合いで、方向性が共有でき
　受託能力があるメンバーと随意契約
　（企画コンペ、競合見積はしない）
問合せ締切　平成年９月日
問合せ先　〒337-0032さいたま市見沼
　区東新井710-大宮東新井住宅管理
　組合事務局　℡048-687-9800　
Ｅメール：ha-kanri@orion.ocn.ne.jp

藤和シティホームズ大和パークサイド
ビュー　
　大規模修繕工事見積参加業者募集

所在地　神奈川県大和市草柳１－３
　設計監理　よこはま建築監理協同組
　合一級建築士事務所
建物概要　RC造９階建て地下１階、
　戸、Ｈ年竣工
工事内容　共通仮設、直接仮設、下地
　補修、シーリング、外壁塗装、鉄部
　等塗装修繕、バルコニー床修繕、防
　水修繕他
工事予定　Ｈ年２月着工予定
見積参加条件　①改修工事を主として
　いる専門業者②特定建設業の許可有
　③神奈川県内に本支店が有④資本金
　2,000万円以上⑤直近の年間売上高
　が億円以上
提出書類　①見積もり参加願い②会社
　案内及び特定建設業許可の写し③過
　去３年間の分譲集合住宅建築改修ま
　たは建築修繕工事の内、工事金額5,0
    00万円以上の工事経歴書④過去３
　期分の経営事項審査結果通知書及び
　財務諸表
※提出書類はA4ファイル１冊にまと
　め、２部提出
提出方法　郵送又は宅急便のみ
提出期限　９月日（木）時締切
提出場所　〒242-0026　神奈川県大和
　市草柳1-3　藤和シティホームズ大
　和パークサイドビュー管理室
詳細　http://www.mansion.co.jp/

　
　
︻
投
稿
先
︼

　
皆
さ
ん
の
身
の
回
り
で
起
き
た
ト
ピ

ク
ス


ユ
ニ

ク
な
出
来
事
等

暮
ら
し
方
に
関
す
る
意

見
や
提
案

ア
イ
デ
ア
な
ど
投
稿
を
お
寄
せ
下
さ

い

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
千
円
相
当
の
図
書
カ


ド
を
お
送
り
し
ま
す


　
〒
１
０
３

０
０
２
５
　
東
京
都
中
央
区
日
本

橋
茅
場
町
２

４


大
成
ビ
ル
５
階

㈱
東
京

プ
ラ
ニ
ン
グ
内
ア
メ
ニ
テ

編
集
室
﹁
集
合
郵
便
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国
交
省
の
調
査
に
よ
る
と

民
間
の
﹁
高
齢
者
専
用
賃
貸

住
宅
︵
高
専
賃
︶
﹂
が

年

度
末
か
ら
倍
増
し

約
３
万

６
０
０
０
戸
に
上

た
こ
と

が
分
か

た

こ
れ
は
要
介

護
度
が
高
い
高
齢
者
を
受
け

入
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ


ム
︵
特
養
︶
な
ど
の
公
的
施

設
の
不
足
に
伴
い

民
間
介

護
業
者
な
ど
が

規
制
が
少

な
い
高
専
賃
の
建
設
を
増
や

し
た
こ
と
に
よ
る


　
高
専
賃
は
入
居
者
を
高
齢

者
に
限
定
し
て
月
額

万



万
円
程
で
食
事
や
介
護
な

ど
の
サ

ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
賃
貸
住
宅
と
し
て
こ
こ
数

年
人
気
が
高
ま

て
い
る


　
し
か
し
運
営
に
明
確
な
基

準
が
な
い
た
め
行
政
の
チ



ク
が
不
十
分
で

契
約
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
あ

り

今
後
政
府
は
規
制
強
化

し
て
い
く
方
針
だ


　
た
だ
実
際
は

介
護
保
険

が
適
用
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

﹁
介
護
保
険
三
施
設︵
特
養


介
護
老
人
保
健
施
設

介
護

療
養
型
医
療
施
設
︶
﹂
は
何

年
も
空
き
を
待
た
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
が
現
状
で

ま

た

有
料
老
人
ホ

ム
は
一

般
に
高
額
な
も
の
が
多
い


　
そ
の
受
け
皿
と
し
て

現

在

﹁
高
専
賃
﹂
や
﹁
ケ
ア

ハ
ウ
ス
﹂
﹁
グ
ル

プ
ホ


ム
﹂
な
ど
が
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ


　
い
ず
れ
に
し
て
も

高
齢

者
が
安
心
し
て
住
め
る
住
宅

の
検
討
は

事
前
見
学
や
費

用
負
担

重
要
事
項
説
明
書

の
確
認
な
ど
が
重
要
だ


　
秩
父
の
日
帰
り
温
泉
に
行

く

山
の
中
の
和
風
の
木
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使

た

そ

し
て
湯
の
感
じ
も
丁
度
良
い

キ
レ
イ
な
施
設
だ

そ
の
片

隅
に
貼
り
出
さ
れ
た
ポ
ス
タ


に
拍
手
を
送

て
し
ま


た


　
﹁
当
施
設
に
は
様
々
な
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す

も
ち

ろ
ん
当
方
の
落
ち
度
へ
の
厳

し
い
指
摘
も
あ
り
ま
す

そ

れ
は
改
善
に
取
り
組
み
ま

す

な
か
で
も
最
も
多
い
の

が
子
供
さ
ん
の
騒
音
で
す


も
ち
ろ
ん
度
が
過
ぎ
る
の
も

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

も
の
は
大
目
に
見
て
く
だ
さ

い

日
常
と
は
異
な
る
空
間

で

お
湯
を
掛
け
合

た
り

大
声
を
出
し
た
り
す
る
の
は

む
し
ろ
自
然
だ
と
思
い
ま

す

あ
な
た
自
身
の
子
供
時

代
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
﹂

　
実
に
セ
ン
ス
の
良
い
主

張

と
も
す
れ
ば
客
の
意
見

だ
け
が
尊
重
さ
れ
て
し
ま
う

こ
の
頃

し

か
り
と
自
分

の
主
張
で
表
現
し
て
い
る
と

思
う
の
だ

︵
東
京
・
彦
太

郎
／

歳
会
社
員
︶

　
お
向
か
い
の
棟
の
右
か
ら

三
つ
目
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
干
し

て
あ
る
洗
濯
物
は

き
ち
ん

と
等
間
隔
に
ハ
ン
ガ

を
吊

る
し

い
つ
も
整
然
と
干
し

て
あ
り
ま
す

そ
の
人
の
性

格
が
少
し
伺
え
る
よ
う
で

す

そ
の
上
階
の
ベ
ラ
ン
ダ

で
は
布
団
を
夜
ま
で
干
し
て

い
た
り

雨
の
日
も
洗
濯
物

が
出
て
い
た
り
す
る
の
で


仕
事
が
忙
し
い
人
な
の
か
し

ら

ま
た

ベ
ラ
ン
ダ
に
洗

濯
物
を
干
さ
な
い
人
は
花
粉

症
な
の
か
な

夜
は
タ
バ
コ

を
吸
う
ホ
タ
ル
族
が
現
れ
ま

す

夏
は
お
隣
さ
ん
が
窓
を

開
け
て
い
た
り
す
る
と
煙
が

入
り
込
む
そ
う
な
の
で

ホ

タ
ル
族
が
現
れ
る
の
は
皆
が

寝
静
ま

た
深
夜
で
す


　
い
つ
も
見
慣
れ
た
我
が
家

の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
風
景
で

す

こ
ん
な
ふ
う
に
よ
そ
の

う
ち
の
事
を
考
え
る
オ
バ
サ

ン
が
い
て
も
い
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん

お
節
介
は
い
け

ま
せ
ん
が

無
関
心
も
い
け

ま
せ
ん

︵
埼
玉
・
Ｒ
代
／


歳
主
婦
︶

我
が
団
地
は
分
譲
な
の
で
各

戸
が
リ
フ


ム
で
素
敵
な

住
ま
い

我
が
家
も
収
納
の

リ
フ


ム
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る

実
は
積
年
の
女

の
闘
い
に
終
止
符
を
打
ち
た

い
の
だ


　
我
が
家
の
面
々
は
そ
れ
ぞ

れ
趣
味
も
多
く

共
有
物
の

ス
ペ

ス
以
外
の
場
所
の
争

奪
戦
を
続
け
て
き
た

所
有

権
が
ほ
ぼ
平
等
な
た
め
誰
も

譲
ら
ず
﹁
あ
ん
た
の
く
だ
ら

な
い
所
持
品
を
処
分
し
て
場

所
を
あ
け
ろ
﹂
と
お
互
い
に

主
張
し


場
所
取
り

家

族
総
会
は
大
荒
れ
に
荒
れ
ま

く
り
裁
決
不
能


　
そ
れ
で
こ
の
際

自
分
達

の
生
活
に
合
わ
せ
て
収
納
ス

ペ

ス
を
構
築
す
べ
し
﹂
の

方
向
へ
来
た
の
で
あ
る

団

地
内
に
は
知
識
の
あ
る
知
人

も
た
く
さ
ん
い
て
あ
り
が
た

い
限
り


　
建
設
当
初

夢
の
住
宅
と

い
わ
れ
た
我
が
家
を
さ
ら
な

る
ド
リ

ム
ハ
ウ
ス
に
す
る

べ
く
当
分
家
族
総
会
は
続
く

の
だ


が
ん
ば
る
ぞ
！

︵
千
葉
・
吉
住
美
千
代
／


歳
︶



⑨

誰
で
も
で
き
る
ガ

デ
ニ
ン
グ

夏の涼を演出する
〈ギボウシ〉

リ
フ


ム
で
若
夫
婦
も
喜
ぶ
住
ま
い
に
変
身

親
か
ら
譲
り
受
け
た
マ
ン
シ

ン

↑工事後　手洗器も設置
　贅沢な空間になったトイレ

→
工
事
前
　
キ

チ
ン

使いやすく気持ちの良い水廻りを実現
東京・Ｈさん宅

担当／新谷

明るく使いやすくなったキッチン

↑
工
事
後
　
キ

チ
ン
を
移
設
し

　
収
納
を
増
や
し
ま
し
た
　

工事前　トイレ→

収
納
も
充
実
し
ま
し
た

����������������������������������������� ������������������������������������������
�����������������

��������������������������������
（８）

☆第３２４号☆

第三種郵便物認可

２００９年（平成２１年）
　９　月　５　日（土） 　　　　　今月の紙面

１面　マンション管理フェア開催
２面　新マンション事情、工事事例
３面　マルライナー、ＩＮＤＥＸ他
４面　メンテナンス企業ガイド
５面　論談、マンションＱ＆Ａ、催し
６面　タエコのマンション物語他
７面　住み替え情報、集合郵便箱他

☆「アメニティ」とは快適のことです。
　本紙は分譲集合住宅の快適な生活をめ
　ざして、管理組合と居住者の皆さんが
　参加して手作りする新聞です。
☆本紙はＮＰＯ日住協との共同編集によ
　り発行しています。

　半日陰を好み、夏の直射日光は苦
手です。乾燥には強い植物ですが、乾
燥しすぎない場所で育てて下さい。
水やりは土の表面が乾いてからたっ
ぷりと、肥料は休眠明けの３月頃と
花が終わった９月頃に与えると良い
でしょう。
　月頃に葉が枯れ、３月頃まで休
眠するので、枯れた葉は取り除いて
下さい。寒さには比較的強いですが、
地面が凍るような場合は、腐葉土や
マルチング材を敷くなどして凍結防
止の対策を行って下さい。
　また、株が混み合ってくると生育
が弱るので、株分けして新しい土と
交換すると良いでしょう。
㈱グラック
    http://www.glac.co.jp

　
専
有
部
分
の
リ
フ


ム
・
カ
ビ
・
結
露
・
防
虫
対
策

・
そ
の
他
の
修
繕
等
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
ご
意
見


ご
相
談
は
本
紙
編
集
室
へ


　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３

３
６
６
６

１
９
７
３

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

３
６
６
７

１
８
０
８

　
Ｈ
さ
ん
夫
妻
は

両
親
が

住
ん
で
い
た
マ
ン
シ

ン
を

譲
り
受
け
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た

そ
の
マ
ン
シ

ン

は
水
廻
り
が
狭
く
使
い
に
く

そ
う
で
キ

チ
ン
も
丸
見

え

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か

と
の
相
談
を
受
け
ま
し
た


　
立
地
は
と
て
も
良

い
の
で
す
が
設
備
は

古
く
若
夫
婦
に
は
住

み
づ
ら
そ
う
に
感
じ

た
よ
う
で
す


　
そ
こ
で
ま
ず
キ


チ
ン
の
場
所
を
元
の

納
戸
の
位
置
に
移
設

し
ま
し
た

そ
の
際

廊
下
と
の
壁
に
Ｆ
Ｉ

Ｘ︵
は
め
殺
し
︶の
窓

を
つ
け
玄
関
・
廊
下
に
自
然

の
明
か
り
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
た

そ
の

際
廊
下
側
に
小
さ
い
カ
ウ
ン

タ

を
付
け
て
ち


と
し

た
飾
り
棚
に
し
ま
し
た


　
キ

チ
ン
を
移
設
さ
せ
た

こ
と
で
洗
面
所
の
入
口
を
変

更
し

か
つ
て
の
廊
下
ス
ペ


ス
を
有
効
に
使
い
洗
濯
機

置
場
も
浴
室
隣
の
洗
面
所
に

も

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た


　
浴
室
は
掃
除
が
楽
な
シ
ン

プ
ル
な
ユ
ニ

ト
バ
ス
に
し

ま
し
た

配
管
も
全
て
新
し

く
し

床
も
張
り
替
え
ま
し

た
ト
イ
レ
は
ゆ

た
り
し


手
洗
い
も
つ
い
た
贅
沢
空
間

が
実
現
し
ま
し
た

キ

チ

ン
も
明
る
く
な
り
独
立
さ
せ

る
こ
と
に
よ

て
ダ
イ
ニ
ン

グ
ル

ム
も
広
く
取
れ

テ


ブ
ル
も
ゆ

た
り
置
け
て

落
ち
着
い
て
食
事
が
で
き
る

空
間
に
な
り
ま
し
た


　
な
る
べ
く
収
納
ス
ペ

ス

が
欲
し
い
と
の
希
望
で
収
納

も
増
や
し
ま
し
た


　
洋
室
⑴
の
ク
ロ

ゼ

ト

の
奥
行
が
深
か

た
の
で
ク

ロ

ゼ

ト
で
使
え
る
奥
行

を
残
し
て
廊
下
側
か
ら
使
え

る
収
納
に
し
ま
し
た

造
作

家
具
を
は
め
込
む
こ
と
に
よ


て
可
能
な
限
り
奥
行
を
広

く
と
り
ま
し
た

約

㎝
の

奥
行
で
高
さ
の
あ
る
物
入
れ

が
で
き
た
の
で
本
や
小
物
が

た

ぷ
り
収
納
で
き
る
ス
ペ


ス
に
な
り
ま
し
た

キ


チ
ン
を
移
設
し
た
こ
と
に
よ


て
と
れ
た
ス
ペ

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